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智慧は人類を滅亡に導〈恐れがある。
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自分は大悩の必要な事は千も承知だが而しその副作用の更に大きい事を恐れる色のである。行; 陸

の影を I湖露 E見じり! 撚熔の音に無常を感じ Tこち一寸しfこ暗示に依って襲も毒に費じ? こりする事はこ
れ皆大脳作用の悪い半面である。更に因果な事は我慾の震源地も亦大脳に在る。名利に走って烏頂

天になって見fこり，悲観央情のドン底に陥って見fこり，迭に自らの命を粗つに到るまでの悲劇の出
所も亦大脳である。勿論大脳の創遺カは古今無双の聖賢を産み不滅の作品 E なって蔑りもする負今
日の精神文明，物質文明共に大脳のお蔭である事は否まれない9 而しこうしfご傑作は決して大脳の
智慧のみからピけでは無い事を忘れではならない Q 智警より以上のもの直親どか霊感とかいふもの

は大脳以上のものでその人間全律の生命力の穂和の裏付けがな{ ては出来上らないものではなから

うかQ 主事身の智慧をしぼって創作されるものはfニヲ草なる大脳の智的中枢の活動のみでは果きれな
い。情緒， 'r青換の伴奏がぎうしても必要である。i ' ! .pち絡踏のみの作用に非すe して脳幹をも加えに穂
カの琵路に外ならない。

悪人の悪智慧 U 、ふ諺がある。智慧色悪〈使うと佳末に負えない。 世間には毘理窟一本で行こう

とする者がある Q 横車を押ξ うと L、う奴がそれに。 Jちにもつかない規則一点張ちで多〈の人を蒋っ

て行こうとする墜政者も出て来る Q 科事者の智警は最も受賞性に富んで居るかに見え石が而し理論

倒れに陥る恐れがある G 時には大きな錯畳に迷わされるか，理論以上のものにぶち宮つに時に行詰

って了ふ危険もある a 兎が重量を追ひ越す渇には雨者の中点を先づ兎が遇ち抜けねばならなれがその

時既に中点は移動して居るから遂に中点さへ兎は通り得ない ，rごから車を追ひね〈事が出来ないと
言ふ様な理論倒れや，コベルエクス以前は太陽が地球の廻りを動ドて居fこれ、ふ様な誤謬も現代の
寄み科撃者の領域に全〈無t、tは誰が言えよう Q 電気の本態にしても，エーテルの振動についても

設明出来ないし，意識の本態並びに霊魂の不可思議等についても今日の科撃者はこうしに大自然の

紳秘の前には到る所足踏みせざるを得ない立場に在る。ニユ戸トンさへ自分の夜見の功讃を演の真

砂子のー粒Tごに過ぎぬ kかこ Tこしめヲ又へツケルも宇宙の前に途に沈黙を守り，デユボ、アレイモン
亦七つの謎，を提唱している Q 知識のカは迭にま fごこうしに運命にあ・かれている。
而し謂って考えて見ると品質文明の所産は責に素清しいものがある。電気の護明fま電引なり，

ラジ才色なり，活動害事異となって人類を明〈朗らかにさせて居るし，皆皐の領域に於いても外科撃

の護達は途に今日の脳外科 e.1，よって豆霞の知〈狂人の指味瞥を切ってこれを治して居る o レントゲ
ンの懸用は遺影斉] の使用に依って脳腫蕩の位置を探り妊娠の初期を邦安し，不娠の原因を左右{liJれ

の刑I j ! ¥ 管に狭窄を認めるやを診断せしめて唇る。叉ラジウムの懸用に依って痛細胞の破壊に成功

し，薬物寮法の進歩はズルフアミンの時代よりベエシリン，ストレプトマイシンの今日に到って途

に結核征服の域にまで進出せんをして居る。その他物理化墜，天文皐の分野iこ於いても人智の進む
ところ物質文明は迭に停る E ころを知ら4 といふ有様になって来Tこ。
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此庭に吾 k 人類の心せねばならぬ最も恐ろしい字面が迫って居る事を想、ひ出さねばならない。ダ

イナマイトの夜見は今日のノーベル賞の濫鯵 k なったQ 而し一次世界大毅の殺数は賓にダイナマイ

トそのものであっTこ。原子物理撃の深遠なる理論は今次大較に於いて還に原子爆弾の出現となって
ー奉に賢島，長崎の大都市を茨憶に蹄せしめ? こ Q ウラュウムよりヘリウム八遂に水素原子を利用し

て無限の更に強大なる原子爆弾を各園競って製造する時，第三共世界大鞍の結果は思ふ? ごに身の毛

のよ fごつものがある Q ぞれは人類の滅亡を意味するこ tである。知識は途に人類を蹴亡に導〈恐れ
がある。

大脳と脳幹との踊係

大脳の作用に思いを致す時吾々は深〈考えなげればならない事になる。アルゼンチンの動物園長

は名句をU H、てゐる O 川 Sonne und Gehirn sind die Schoffer unser Wetten" r太陽日面積こ
そ吾今世界の創造者なち。」彼はクレペリンの門下1こ在つであらゆる動物の脳髄の比較解剖墜を思
レ立ち遂に南米に移って大動物園の閤長となり，あらゆる動物の頭棄を聞いて脳髄を集めfこQ 彼れ
の威大なる業績はそのモノグラフに蔑されて居る o その巻頭言に此の名句を見fご。ヱヂンゲルは更
にその内部構造の比較研究に一生を捧げ，寓園脳事界の曾長として主主い生涯を終って居る。モナコ

ブ，ケ戸リケルヲオ F ベルシユタイナ戸，マイヤ戸，カツパ戸，コ }l-ヂ戸，カハール其の他脳研究

の権威は精羅星の如〈に輝いて居る o 特に最後の二人は1906年脳組織の鍍銀法に依って/ 戸ベル賞
を受領して居る Q 今日の心理謬の根本とな! ってゐるノイロン準設は彼等の業嶺に基礎付けられてい

る。緒論に述べfこ中枢紳主主系の各部位の詳細なる研究報告は汗手充椋仁 Y ならさ苅るものがある o 敗

鞍日本の事界に於ても東大に小川教授あり，京大に平津数民あり，阪大に黒津委主授あり，その臨床方

面に到つでも老錬新進幾多の篤筆者が黙々としていそしんで居る有様は意を強うするものがある。

更に自律神経系の問題に思いを致せば故呉毅授こそ世が世であればノーベル貰の候補者? こらんと

して居Tこ事を忘れ亡くなL、。英のラシグレ戸を相手として副交感神経系の新しい見地を世界に披躍

してその虞範なる業績は現東大内科の沖中教授にバトンが廻されて居る Q 寄与は中植林経系統を論

十る以上何れは自律神経系統に鉾を向けぎるを得な〈なる Q 而かも脳幹主直媛関係深い未枯神経系

統中の特殊な性質を持つ此の自律神経の生理撃を追究する時愈み脳幹の重要性を認める事が出来る
t思ふ。詳論は他E l に譲って今日は大脳との関係について一言して置き? こい左思ふ。
例えば例を迷走神経に取って見ょう。先きに述べTこ十二艶の脳神経の第十番目の迷走神経は自律

神経系統中の白! 誌と稿しでも間違いはない。延寵の上部脳橋の境目の附近から脳幹を出てあらゆる

内臓の主なるものに分布している。策管枝，肺臓，心臓，横隔膜，胃，腸， ，広臓，肝臓，牌臓，腎

臓等の重要課官は悉、〈その配下に在る。一朝' e の機能力: 破れる時は忽ち生活現象に錆禽Lを起す。一
例を翠げれば心臓の鼓動は交感神経によって促進されて居るが，副交感神経Tこるこの迷走神経に依
って制肘さJれ了度終釣り人形の如〈うまい具合に一分間70近〈の時動数に調節されて居る o !::ころ

が心-1%x神経症の際の異常な心季尤迭は此の迷走神経の制止機能の減退に起因す。 てから無暗に胸が

ドキドキして交感神経緊張の結果左なる。叉逆に建造神経緊張症が起る時は気管校が異常に緊張縮

少するために気管校時目、が起って来る。か〈の如〈迷走神経の調子力: 色キな病気色関係する。その
迷走神経が不思議に大悩の影響を蒙って居るから主是々むつかしくなる。

此の大脳との闘係を解りやすく説明するために親神経に例をとって見ょう。なるほざ物を眼で見
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るに遣いないが網膜から受ける印象はす・先腕紳粧を遇って上四種休並びに観丘に遣する Q が而し此

麗では見fこものが何であるかま Tご剣別するこ tは出来な L、Q 此の部分の神経j細胞から更iニグラチオ
レ戸の喪見し? こ硯神経の放射欣惇導路を経て大脳の后頭葉にある神経細胞に惇達される。此庭では

じめて印象が邦明される Q 而しま fごま J:'ぞれにけでは到然主しないので此の后頭葉の般受中枢から
大脳の更に買い範園iこ向って津山の俸導路を通りウエルエツケの罷畳中植とも闘係するにろうし，

又プロ戸カ戸の殻背中枢k もタッチする? ごろうし，叉前頭葉の高次中植とも関係を保って居る。 Jご

から或文字を一寸見fこ7ごけでその語音が心に罷え口に出して言えるし意味も亦了解出一来るのであ
る。この様に或神経は未梢から中枢に入る t更に複雑な紳経路を遇って隔のいろいろな部分に惇導
される。これは丁度電話線に似て居る a 非常電話に例を取ると倫よ{ わかる Q 火事行! ! e公衆電話
口へーロ青えば交換局は直ぐに警察へ何庭そこが火事1: e . 惇えて〈れる。すると警察から直ぐに消
防署に惇える。忽ちポンプヵ: 出動と来る。

これと同様にはじめの迷走神経の問題に戻るが，心臓や気管枝を支臨して居る紳経細胞の集圏は

延髄の菱形需の茨白質の一部分に津山集って同じ様な役目を司って居るが此の延慣は更に上方の中

脳や間脳と需接に連絡して居る。例えばおいしい蒲麗の嘆いがするとそれが喚神経を俸って脳底に

ある賢い嘆売中植に停る。と其庭に在る連絡係りの役目を持って居る紳経繊維が延詰の方へ刺激を

惇える，すると迷走神経の集合のすぐ隣ち組に雷る部分の味覚関係、の中植{ 孤立神経) が活動して

口の中に生唾が湯いて来る。勿論それには舌咽市中経や舌下神経，鼓紳樫，三叉神経の一部分も参奥

して決してそう簡草なものではないが大体こうして蒲農の嘆いがあっちこっちに脳の中に俸えられ

て行 tのであるが迷走神経の中植も亦その影響を受けない需には行かない。早速胃腸に命令主惇え
て治イむ液の分泌を促す結果となる Q ところが嫌な嘆いとか又は心配事の最中に蒲携の嘆いがしても

もう胸が一杯になって録々鰻の蒲撰も咽を遇らない。これは脳中植にうま〈連絡がとれないから

ピ。 fこ主え蓮絡はついて居ても大脳からの心配事の命令が強過ぎて迷走神経の命令を打も泊してし

まう結果となるからである。此の様に大脳は常にそれ以下の脳幹に劃して横暴な権力を振って居る
のである。

大脳は如何に使わなければならないか。

此の様に菩キの本来の生活力の根源fこる脳幹は常に犬踏の支配下に在ると言ふことがわかつにな

らば，寄キは如何にして大描を調節し悩斡の大一切な作用を邪魔させない様にしなければならないか

色いふ事を工夫せねばならない O 前l二も連ぺfこ通り大脳は迷走神経の犠に主として築養方面に関係

ある神経中植に影響を奥えるばかりでな〈明治とか線放体とか尾欣核等の様なもっと微妙な機能を

司って居る皮質下中植をも支聞して居る。ホルモンの分泌や性の護露，睡眠の調笛等も亦雷然犬悩
の支酷を受ける Q 脳裏に劣情を浮べる時如何なる現象が起って来るか。ヨを智全能の神を信1 ' . 、る時吾
キの身心lま如何iこ浮[ じされて行〈か。大悩の活動の様式に依って人聞は神にも近付き悪魔とも建る

事が出来る Q 長数に入らんとする者は赤鬼の如〈素直でなければならない。心の濡れる者は市中の図
に入る事を得すも。げに犬脳の使ひ方は重大問題である。

1935年ポルトガノレのモユツツに依って大悩殊に前頭葉J) 切除市ロボトミ戸が公表きれでより各函
の外科皆は競ってぞの効果を追究し7こQ 精神病特に精神分裂症に奏効すると言われている。自分色
数年来阪大の竹林博士の賓験に鯛れる機舎を得? 二。
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全博士は最近捕得の切除方式を案出してT トミ戸主名銘して居る a 従来の切除法の如〈前頭葉を

額面位に於で切断して他の大脳部位 t離断するのみならす。更に水平面位に於て切除をほぜこし線放
体等 kの離断をも追加する企てヨある。ぞれに依って先きに述べfこ情緒の中植 tの運絡を断つこ k
になる。キヤノンの所謂皮質一間脳の連絡路を遮断する方式に出て居る結え聞なき犬楢の興奮に影

響されて情緒中植の費調を来せる際に此の惇導路を遮断することが精神分裂症を救ふ一つの途なる

々欝筆者の待望する E ころである。
而し菩みは fこちJ外科欝の手腕にのみ韻る可きか狂λならぎる常人の頭の切り代えは出来ないもの

かο 張、ト信念 E ぞの錬磨によってt則舗の鮮を断ち切る事は不可能fごらうか a 古来の聖賢哲人は自ら

のカでロボトミ戸を敢行して居? このではあるまいか。瀧に打fこれ静定に入ち続室に心を簡めて祈り

を捧げ謹す時大脳細胞のジナップスに白から整調を来すこ t もあち得ないTごろうか。大悲願の後に
大悟徹底し精霊に導かれて霊感の境地に入るあの奇績ば警率的に如何に解揮すべきであらうか。

犬踏の錦、磨。夫れは決して大脳を無観する乙 Eでもなければ叉犬I舗を温評債することでもないQ

犬臨本来の使命7こる智性の温床としてのみフ戸ルに活動せしめヲ決して我懇の培地7こらしめないこ
Eである。議室はこれ亦入聞の本能である。決して排除すべきものではない Q 而し出来る限ち聖な

る想望に; j ! 準するこを人類究極の遣ではなかちうか。人類愛こそ威大なる慾望の表われであるとも

考えられる o 動物!生 E神! 生をの聞を勃復する入聞のi ! ! J _ るべきE しき遣は紳に近付かんとする遣を撰
ぶは理の営然では無かろうか。買の幸幅は決して動搭極ち無き動物的来日那的なものでもな¥ ，利己

的なものでもな〈与叉物質に依って曙はる、ものでもな< ，永遠性であり，利他的なものであり，

知情意の何れの面より見るも般{ る所無きものでな〈ではならない。これを求めん k する者は威大
なる懲望の樫求者 t も雪えよう。
下等動物は決してこうしに大なる想望は持Tこぬ筈亡。吾々人聞にのみ奥えられにヲミ奥の幅昔でな

ければならない ω 此の境地に向って勇往還透する羅針盤は透徹せる大脳の力に依るの外はない。こ

うしに人生の行路に立つ時白から清食に近い心境が生れて来るのではなかろうか Q そうし七時に大

脳の慈しき影響は泊、え去って脳幹は完杢無扶に活動を開始する。自律神経系統は従って全機能を琵

揮し天奥の健康 Eヲミ害事を全ふする事が出来る。自分は犬1舗を主主重する左共に脳幹を心から程讃す
る o (昭23.9.13深更〉

........... 相、，、向....-・".，，'"・'J・，.，.，...".".".，."..、'J"""・4・"'Jヘ，.，.明.、，、、、句、、、、，、町、.
10.25 龍野ラ陪井初冶氏を講師として，難龍山植物保集合を行う o ( 室井)
10.30 本部，明石郡同八木海岸に於いて明石原人 Sinantropus aka.shiensis 殻掘現場見墜す。

明石近郊合化石層研究特別委員合，主任，長谷部雪人博士より昭和六年，早犬，講師直良f信言夫氏の
首上地也から一授貯楕1されf仁二明石原人，左腰骨について講演して戴〈いo ( 詳細はz次穴競に原稿を戴〈乙主 iに二ご♂-1
つている o ) ( 室井}
n.7 阪市中，神戸，紳有滑線，回尾寺，豆世間で植物探集合を催す。( 室井〉
1113 ' 兵庫高校に於て，京大北村毅授 11 栽培植物の費遷 μ講演，栽増植物色して最もよ〈種還し
Tこ菊，及び比較的脅還の少なかっ? こ里芋その他童文種を例i手取り起原，原産地及日本に於ける時代的
費還を話され? こ。( 岡村〉
11.12  本部，神戸新聞に於て「郷土の生物J 原稿整理方につき，理事舎を開し( 室井)
1114 神戸，阪神，北村博士御指導により，印南部大塩海岸i二於いて，ノf 、ギク採長舎を行う h

f以下一七頁八糟< )
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